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楊
原
村
の
忠
魂
碑

下
香
貫
宮
原
の
楊
原
神
社
の
境
内
、

本
殿
に
向

つ
て
右
側
に
旧
楊
原
村

（大

正

一
二
年
沼
津
町
と
合
併
。
現
在
の
香

貫
地
区
）
の
忠
魂
碑
が
建

っ
て
い
る
。

現
存
す
る
碑
は
、
戦
後
の
昭
和
三
十
年

一
月
に
上
香
貫
下
香
貫
我
入
道
三
匡
自

治
会
奉
賛
会
に
よ

つ
て
再
建
さ
れ
た
も

の
で
、
元
は
在
郷
軍
人
会
楊
原
村
分
会

に
よ

つ
て
大
正
九
年
八
月
に
同
地
に
建

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
題
号

「忠
魂

碑
」
は
元
帥
伯
爵
東
郷
平
八
郎
の
揮
一曇

に
な
る
。
戦
時
中
は
、
こ
の
碑
の
前
で

慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
碑

は
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
正

期
に
建
立
さ
れ
た
碑
が
、
い
つ
頃
、
ど

の
よ
う
な
事
情
で
な
く
な

っ
た
か
は
、

残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に

な

っ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
は
、
全
国
的

に
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
終
戦
後
の

占
領
期
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
に
よ

つ
て
撤

去
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
今
後
の
調
査
で
明
ら
か
に
し

て
い
き
た
い
。
撤
去
さ
れ
た
の
は
碑
の

み
で
、
碑
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
柵
は
、

門
扉
は
失
わ
れ
て
い
る
が
設
計
図

（
一

頁
写
真
）
の
と
お
り
に
現
存
し
て
い
る
。

碑
裏
面
に
は
、
三
島

の
土
屋
雪
嶺
の

書
で

「招
忠
魂
刻
芳
名
」
と
し
て
、
日

清
戦
争
か
ら
大
東
亜
戦
争
ま
で
の
戦
没

者
５８４
名
の
氏
名
が
、
各
戦
争
ご
と
に
、

上
香
貫
、
下
香
貫
、
我
入
道
の
旧
村
毎

に
刻
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
、
日
清
戦

争
で
は
上
香
貫
１
名
、
我
入
道
１
名
、

日
露
戦
争
で
は
上
香
貫
７
名
、
下
香
貫

８
名
、
我
入
道
２
名
、
日
支
事
変
で
は

上
香
貫
１６
名
、
下
香
貫
１８

名
、
我
入
道
１
名
、
大
東

亜
戦
争
で
は
上
香
貫
２４２
名
、

下
香
貫
Ｈ
名
、
我
入
道
晰

名
と
な

っ
て
い
る
。
碑
の

前
に
は

「二
瀬
川
婦
人
会
」

と
刻
さ
れ
た
花
立

一
対
が

あ
る
。

一̈一わ一̈一
沼
津
兵
学
校
資
業
生
の
学
科
に
は
、

数
学
の
中
に

「実
地
測
量
」
が
あ

っ
た
。

後
年
に
作
成
さ
れ
た
出
身
者
の
履
歴
書

（第
二
期
資
業
生
石
井
至
凝
）
に
は
、

沼
津
で

「陸
地
測
量
術
」
を
学
ん
だ
と

は

っ
き
り
記
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
授

業
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。　
一
方
、

測
量
を
教
え
た
側
に
は
、
伴
鉄
太
郎

（
一

等
教
授
）
・
浅
井
道
博

（
二
等
教
授
）
・

黒
田
久
孝

（三
等
教
授
）
・鈴
木
重
固

（三

等
教
授
並
Ｙ
山
田
昌
邦

（教
授
方
手
伝
）
。

浅
野
永
孝

（同
前
）
ら
が
お
り
、
「地
方

測
量
局
」
と
い
う
部
門
で
の
実
務
も
担

当
し
た
ら
し
い
ｃ

沼
津
で
身
に
つ
け
ら
れ
た
測
量
技
術

は
、
彼
ら
の
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て

人
い
に
役
立

っ
た
。
陸
地
測
量
部
製
図

課
長

・
地
形
課
長
を
歴
任
し
た
早
川
省

義

（陸
軍
少
将
）
を
筆
頭
に
、
資
業
生

出
身
者
に
は
、
陸
軍
で
測
量

・
地
図
作

製
に
従
事
し
た
武
官

・
文
官
が
少
な
く

な
か

っ
た
。

そ
し
て
、
陸
軍
に
入

っ
た
者
と
は
別

の
コ
ー
ス
を
歩
ん
だ
、
も
う

一
つ
の
測

り
―
ズ

‐　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼
／

津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
論
ヽ

測
量
技
師
に
な

っ
た
沼
津
兵
学
校
出
身
者

現在の志魂碑
ヽ

ヽ

量
技
術
者
グ
ル
ー
プ
が
い
た
。
大
蔵
省
―

内
務
省
―
農
商
務
省
に
入
っ
た
人
々
で

あ
る
。
な
お
、
開
拓
使
に
入
り
、
札
幌

民
事
局
測
量
課
な
ど
に
属
し
て
北
海
道

で
測
量
に
従
事
し
た
関
大
之

（兵
学
校

附
属
小
学
校
算
術
教
授
方
出
身
）
・
野
口

保
三

（第
九
期
資
業
生
）
。
野
沢
房
迪

（第

四
期
資
業
生
）
・
奈
佐
栄

（第
五
期
資
業

生
）
・
水
野
秋
尾

（第
七
期
資
業
生
）
ら

の

一
団
を
加
え
る
と
、
沼
津
兵
学
校
出
　
　
一

身
者
は
、
三
つ
の
測
量
技
術
者
集
団
を
　
　
・

輩
出
し
た
と
い
え
る
。

こ
こ
で
は
、
内
務
省
に
奉
職
し
た
群

像
に
注
目
し
て
み
た
い
。
明
治
七
年

（
一

八
七
四
）
の

『
掌
中
官
員
録
』
に
は
、

内
務
省
土
木
寮
に
矢
橋
裕

（十

一
級
出

仕

・
沼
津
兵
学
校
第

一
期
資
業
生
出
身
）
、

同
省
地
理
寮
に
榊
綽

（九
等
出
仕

・
兵

学
校
三
等
教
授
並
出
身
）
、
同
省
同
局
に

浅
野
永
孝

（二
等
大
技
手
）
、
新
井
秀
徳

（十

一
等
出
仕

。
第
五
期
資
業
生
）
、
大

川
通
久

（二
等
中
技
手

・
第
二
期
資
業

生
）
、
鈴
木
重
固

（
一
等
少
技
手
）
、
古

田
泰
正

（同
前

。
第
二
期
資
業
生
）
、
浜

「ま
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明治 6年頃の大川通久と御雇い測量教師つ

(大川幸作氏所蔵)

測量に従事する大川通久 (大川幸作氏所蔵)

「官途日録」 (大川幸作氏寄贈 。当館所蔵)

大川通久が出張の際の護身

用に所持 した拳銃

(大川幸作氏寄贈・当館所蔵)

ベルギー・マングロー社製

カメロット・レボルバー

一

円
晴
高

（
一
等
中
技
生

・
第
六
期
資
業

生
）
、
赤
井
親
善

（同
前

。
同
前
）
、
野

口
昇

（
一
等
少
技
生

・
兵
学
校
附
属
小

学
校
算
術
教
授
方
出
身
）
ら
の
名
前
が

見
え
る
。
翌
八
年
の

『
掌
中
官
員
録
』

に
な
る
と
、
内
務
省
地
理
寮
に
は
、
塚

本
明
毅

（五
等
出
仕

・
兵
学
校

一
等
教

授
出
身
）
、
小
林
秀

一

（十
二
等
出
仕
・

第
四
期
資
業
生
）
、
塩
野
谷
景
光

（二
等

中
技
生

。
第
七
期
資
業
生
）
の
名
前
が

加
わ
る
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
他
の
部
局

に
異
動
し
た
り
、
退
職
す
る
な
ど
、
減

少
し
て
い
く
が
、
明
治
十
九
年

（
一
八

八
六
）
の

『改
正
官
員
録
』
時
点
で
も
、

西
尾
政
典

（十
四
等
出
仕

・
第

一
期
資

業
生
）
、
野
口
昇

（八
等
属
）
の
二
人
が

内
務
省
土
木
局
に
所
属
し
て
い
た
。

大
川
通
久
は
、
大
蔵
省
土
木
寮
十
二

等
出
仕
に
在
職
中
、
愛
知

。
岐
阜

・
三

重
三
県
に
出
張
し
測
量
に
携
わ

っ
た
際

の
業
務
日
誌

「官
途
日
録
」
（明
治
六
年

四
月
十
五
日
～
十
月
十
三
日
）
を
残
し

て
い
る
。
そ
の
中
の
記
述
を
幾

つ
か
抜

粋
し
、
紹
介
し
て
み
よ
う
。

４
月
１５
日

「本
日
午
後
第
四
時
愛
知
岐

阜
三
重
三
県
測
量
御
用
と
し
て
出
張

可
致
旨
示
令
各
通
小
野
頭
よ
り
受
取

候
也
」

５
月
９
日

「木
日
午
前
十
時
頃
浅
野
矢

橋

二
重
県
庁

へ
出
頭
」
「長
持
四
樟
両

掛
六
荷
四
ケ
市
陸
運
会
社
よ
り
綿
屋

へ
為
持
込
候
事
」

５
月
１２
日

「午
前
八
時
半
よ
り
出
張
矢

橋
篠
原
大
川
人
足
三
人
召
連
陸
路
蒔

田
半
吉
外
人
足
壱
人
召
連
舟
行
自
鶏

新
田
川
岸

へ
検
点
旗
を
建
午
後

一
時

福
本
新
田

へ
上
陸
夫
よ
り
距
離
測
量
」

５
月
１９
日

「本
Ｈ
朝
雨

二
付
出
張
不
致

終
日
製
図
」

６
月
７
日

「本
Ｈ
船
壱
艘
人
足
四
人
長

島
輪
中
測
量
夕
五
時
半
帰
館
之
事
」

６
月
１６
日

「元
木
屋
よ
り
竹
十
本
取
寄

候
事
」

６
月
２５
日

「午
前
桑
名
市
中
測
量
」

６
月
２７
日

「元
木
屋

へ
三
尺
杭
小
杭
五

十
本
充
申
付
る
大
エ

ヘ
絵
図
板
壱
枚

注
文
い
タ
ス
」

７
月
１４
日

「第
六
時
出
行
佐
屋
川
通
り

古
川
村
辺
測
量
」
「二
重
県
官
諸
橋
外

壱
人
来
ル
」

８
月
４
日

「朝
第
四
時
乗
舟
桑
名

へ
着

岸
夫
よ
り
直

二
四
日
市

へ
着
ス
速
波

戸
場
巡
廻
浜
田
屋

へ
止
宿
ス
」

８
月
１６
日

「測
深
井
杭
打
込
等

二
付
絵

図
方
之
外
不
残
出
張
之
事
」

９
月
７
日

「朝
七
時
半
出
行
大
里
村
ヨ

-3-
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り
下
境
村
浅
野
氏
遺
旗
合
点

マ
テ

一

里
余
建
旗
シ
午
後

一
時
帰
館
ス
」

９
月
８
日

「朝
八
時
乗
舟
七
右
衛
門
新

田
合
点

マ
テ
樟
下
シ
斯

二
上
陸
シ
帆

引
村

マ
テ
建
旗
且
ツ
鎖
測
シ
同
村

戸

長
与
四
郎
宅

二
憩
ヒ
第
十
二
時
渡
船

二
乗
シ
帰
来
ス
○
第
十

一
時
過
キ
平

吉
ヲ
桑
名
江
遣
ク
大
旗
ノ
布
ヲ
買
ワ

シ
ム
」

９
月
１５
日

「午
前
四
日
市
港
全
図
成
ル
」

９
月
１６
日

「蒔
田
氏
今
朝
四
日
市
県
庁

へ
成
図
持
参
」
．浅
野
氏
方
一
枚
当
方

全
図
共
三
葉
東
京
廻
福
岡
先
生

へ
向

書
翰
添
ル
」

９
月
２０
日

「東
京
ヨ
リ
矢
橋
氏

へ
至
急

便
来
レ
リ
是

ハ
同
人
淀
川
測
量
出
張

ノ
示
命
降
り
代
リ
ト
シ
テ
伊
藤
氏
ヲ

遣
達
セ
ル
云
々
ヲ
福
岡
先
生
ョ
リ
申

来
リ
シ
也
」

９
月
１２
日

「朝
第
十
時
乗
舟
高
柳
ヲ
発

シ
午
後
三
時
大
垣

二
達

ス
矢
橋
氏
ノ

浪
華

二
行
ク
ヲ
送
レ
ル
ナ
リ
」

以
上
、
大
雑
把
な
引
用
で
は
あ
る
が
、

測
量
技
師
と
し
て
の
日
常
業
務
の

一
端

が
明
ら
か
に
な

っ
た
も
の
と
思
う
。
な

お
、
大
川
と
出
張
に
同
行
し
た
中
に
は
、

沼
津
兵
学
校
の
同
窓
矢
橋
裕
が
い
た
ほ

か
、
「浅
野
先
生
」
「浅
野
■
」
と
し
て

登
場
す
る
人
物
も
、
沼
津
で
の
恩
師
で

あ
る
浅
野
永
孝

（源
四
郎
）
の
可
能
性

が
高
い
。
ま
た
、
引
用
文
中
に

「福
岡

先
生
」
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、
幕
府

軍
艦
役
か
ら
静
岡
藩
海
軍
学
校
頭
並

・

権
少
参
事

。
水
利
路
程
掛
と
な
り
、
内

務
省
地
理
寮
に
当
時
出
仕
し
た
福
岡
久

（久
右
衛
門
）
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
職
場
は
旧
幕
臣
出
身
技
術

者
の
溜
ま
り
場
に
な

っ
て
い
た
と
い
え

よ
う
ｃ

こ
の
日
記
の
翌
年
、
明
治
七
年

（
一

八
七
四
）
に
は
組
織
改
編
が
あ
り
、
大

川
ら
は
内
務
省
地
理
寮
に
横
滑
り
す
る
。

彼
ら
の
地
道
な
作
業
は
、
明
治
十
年
代

に
か
け
て
内
務
省
地
理
局
が
発
行
し
た

精
密
な
大
縮
尺
地
図
に
結
実
し
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈参
考
〉
拙
稿

「沼
津
兵
学
校
の
人
材

と
地
図

・
地
理
書
」
（『
月
刊
古
地
図
研

究
』
第
２５
巻
第
１０
号
、

一
九
九
四
年
）
、

拙
稿

一史
料
紹
介
　
沼
津
兵
学
校
人
名

簿
」
（『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
２１
、　
一

九
九
七
年
）
、
塚
原
晃

．近
代
美
術
と
地

図
」
（『
神

戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』

第
１７
号
、
二
〇
〇

一
年
）
（樋
口
雄
彦
）

１１
月
１５
日
出
か
ら
２
月
１
日
倒
ま
で

開
催
し
て
い
た
企
画
展

「沼
津
文
学
祭

開
催
記
念
　
沼
津
兵
学
校
の
文
人
た
ち
」

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
関
連
事
業
と
し
て
歴
史
講
演

会

「沼
津
兵
学
校
の
文
人
た
ち
」
を
１

月
１７
日
田
に

死
国
十
舘
大
学
教
授
四
方

一
滸
氏
を
講
師
に
開
催
し
、

８４
名

の
受

講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
、
上
香
貫
の
植
田
内
膳

は
、
慢
性
的
な
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い

た
香
貫
地
区
に
、
狩
野
川
の
大
滝
に
石
堰

を
築
く
こ
と
で
引
水
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
功
労
者
で
あ
る

内
膳
の
名
を
と

つ
て
呼
ば
れ
た

「内
膳

掘
」
と
、
そ
れ
以
来
香
貫
地
区
の
農
業

を
支
え
続
け
て
き
た

「香
貫
用
水
こ
の

移
り
変
わ
り
を
振
り
返
り
ま
す
。

期
　
間
　
平
成
１６
年
２
月
１４
日
０

～
６
月
２０
日
０

会
　
場
　
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

（沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
内
）

時
　
間
　
９
時
～
１６
時

休
館
日
　
月
曜
日

・
祝
日
の
翌
日

・
月

の
末
日

間
合
せ
　
電
話
　
０
５
５
１

９

３

２

１

６

２

６

６

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
７６
号

扁
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嚇
律

沼

津

市
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館

〒
卿
‐

００５
沼
津
市
西
熊
堂
二
七
二
―

一

電
　
話

０
五
五
‐
九
二
二
Ｌ
一
三
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九
二
五
‐
三
〇

一
八

ゴ
〓
も
一■
、‘

‘
ヨ
（
〓
】
ｂ
“
日
”
Ｎ
●
ケ
〓
Ｎ
“
ｏ
だ
Ｐ

一も
ヽ
０
い●
①
一Ｃ
一】Ｂ
ｏ
こ
■
ニ
ロ
、
ｏＸ
・ゴ
計●
】

ヽ _

＞
歴
史
講
演
会
の
様
子

ヽ
ヽ嗜
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